
１１章 次元削減
CAO RUI



本章の目標：

•無関係な特徴量や冗長な特徴量を削除する



特徴選択

•冗長な特徴量をフィルター法を用いて検出する



相関

•目的：二つの特徴量間の関連性を見つける

• P値：対象とするデータが無関係なシステムか
ら生成された確率



相関

欠点：線形の関連性しか検出できません



相互情報量

•二つの特徴量がどれだけ共通する情報を持つか
ということを計算することです



ラッパー法

•目的：モデル自体にどの特徴量が有効であるか



主成分分析（PCA）



PCAの限界とLDA
• >>> good = (x1>5) | (x2>5)  >>> good = x1>x2



多次元尺度構成法（MDS）
•目的：高次元からなるデータセットに対して、
視覚的な印象を把握する

MDS

PCA


